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《研究論文》
ベ トナム難民2世 の語 りにみる
バイ リンガル育成の可能性
一ライフス トー リー ・インタビュー手法を用いて一
中川 康弘(首都大学東京大学院博士課程)
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Exploring the Possibility of Fostering  Bilingualism as seen from 
   Narratives of Second Generation Vietnamese Refugees :
             Using Life Story Interviews 
                NAKAGAWA Yasuhiro
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定意識
要 旨
ベ トナム難民受け入れから30年以上経過した今、親と異なる生き方を模索している
難民2世も現れている。本研究ではそうした2世が、成人を迎え大学に進学した現在ま
でベ トナム及びベトナム語にどう向き合ってきたかに着目した。調査方法には聞き手と
の相互行為を重視するライフス トー リー ・インタビューを用い、2世の語 りから日本社
会におけるマイノリティ言語話者のバイリンガル育成の可詣性を探ることを目的とした。
その結果、語 りから日越両国を行き来するバイリンガルとしての意識が垣間見えたと同
時に、親とのやりとりでス トラテジーを駆使 しコミュニケーションカを高めている様子
がうかがえた。そしてバイリンガル育成には、ルーツや言語文化を肯定的に捉える自尊
感情と、それを育ませる契機 となる周囲の理解や社会的支援の必要性が改めて示され
た。
1.は じめに
2007年1月、ベ トナムはWTOに 加盟、2010年1月には国連安保理非常任理事国の
任期 も終えた。 日本 との交流も目覚 しく、在 日ベ トナム人登録者数は41,000人で、10
年 間で26,102人の増加 となっている(法 務省2010)。この中には現代ベ トナムから来
日した者 も含 まれるが、これまで学術分野において在 日ベ トナム人 といえば難民1世も
しくはその児童を扱った研究が大半であった。その難民を背景 とした在 日ベ トナム人も
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2006年には家族呼び寄せ計画が終了し、難民の受入れ総数は8,500人強にすぎなくなっ
ている1)。こうした状況下、難民家族の生活も多様化し、殊に日本で生まれ、また幼
少時に来日した2世世代の成長が顕著であることは想像に難くない。
2.在 日ベ トナム人に関する言語教育研究
前述 したように、在日ベ トナム人への言語研究分野では、主としてコミュニティに暮
らす難民家族を対象にしたものが目立つ。中でも、75年以降の難民流入が日本語教育
分野の進展に影響を与えたことから、児童の日本語習得問題に触れたものが多くなされ
ている。定住促進センターにおける教育の現状を述べた西尾(1986)、言語能力に焦点
を当てた山口(1998)などが代表的なものとしてあげられる。また家庭におけるベ トナ
ム語習得状況についても、子供の言語生活の現状と社会が与える影響について述べた
川上(1991)、イン ドシナ難民の親208名への意識調査をした国際 日本語普及協会
(1993)があり、最近では小学校1、6年生の2世の日本、ベ トナム両言語の能力を測っ
た長谷川(2009)がある。だがこれらはいずれも調査対象者を難民1世もしくは学齢期
までの児童 ・生徒に限定しており、子供へのベトナム語教育の必要性を訴えつつも、家
庭の経済状況や親子間のコミュニケーションの困難さからくる学業面の遅れ、調査時点
での限られたベ トナム語力、アイデンティティ喪失などが問題視されているのみとなっ
ている。
こうした中、在 日ベ トナム人を同質的集団とみなす画一的な見方に疑問を投げかけ、
彼 らを 「ベ トナム系住民」と定義 した川上(2001)の研究は、難民体験と日本での生
活上の不安定さを構造的に解明しつつ、親族ネットワークの形成過程や在 日ベ トナム
系住民がディアスポラ性を日常生活に取 り入れていく様子を描き、在 日ベ トナム人を新
たな視点で捉えなおす契機となった。ただし、個人に迫ろうとした8名のケースの記述
については、調査対象はいずれも20代中盤から50代までの社会人であり、来日経緯、
就労状況等を紹介するにとどまっている感が否めない。川上自身、著者あとがきで 「越
境する家族の物語はさらに続く」と締めくくっており、別の論文紙上(川上2007)で
も 「親世代とは異なる生き方を模索しはじめている」難民2世の存在に言及 しているこ
とから、2世世代にっいての今後の研究の必要性を暗に示していることがうかがえる。
日本の難民受け入れ開始は1978年。そこから30年以上が経過 した今、成人を迎えた
2世世代に着目することは意義あるものと考える。
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3.本 研究 の目的
そこで本研究では、ベ トナムを肯定的に捉え、大学進学後ベ トナム語を学ぶようになっ
ていった難民2世に着目する。ベ トナム及び親の母語であるベ トナム語に対する意識の
変遷と、日越両国にルーツを持つことに対する現在の心境、また親子間のベ トナム語使
用状況 を各人の語りから探っていく。さらに、調査データからマイノリティ言語話者の
バイリンガル育成に必要な社会のあり方について考察 し、それを記述 していくことで、
新しい在 日ベ トナム人像を描くことを目的としたい。
4.調 査概 要
4.1調査協力者
協力者は、関東圏の大学でベ トナム語を学ぶ難民2世のA、B、Cさん(いずれも女
性)。調査時の年齢はA、Cさ んが21歳Bさ んが20歳である。専攻や年齢がほぼ共
通しているζの3名を選んだのは、ベ トナム語を学ぶに至った現在までを追うことでバ
イ リンガル育成の可能性を探ることができ、またマイナスイメージで捉えられがちだっ
たベ トナム難民研究に新たな見方を投げかけられると考えたからである。なお本稿では、
子供のベ トナム語に向かう意識の変遷を親の視点からも捉えることで、親にとってバイ
リンガルを育みやすい社会のあり方とは何かの考察を試みるべく、Aさんの父親AFさ
んの語 りも一つのケースとして扱った。ここでは、難民2世3名の背景を記す。
表iA、B、Cさ ん の 背 景
大学の専攻 出生地 国籍 家庭内使用言語 住環境
A ベ トナム語 日本 日本
ベ トナム語
(一部日本語)
家族定住型(父 親AFと母親、
弟、祖母の5人家族)
B ベ トナム語 日本 ベ トナム
ベ トナム語
(一部 日本語)
家族定住型(両 親 との3人家
族)
c 英語+ベ トナム語 ベ トナム 日本
ベ トナム語
(一部 日本語)
家族定住型(両 親 と妹の4人
家族)
4.2調査方法
調査 は2009年6月か ら7月にかけ、3名の通 う大学構 内で1名 につき約2時 間のイン
タビューを実施、後 日インタビューとメールによる補足調査を行った。またAFさ んに
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は、Aさ んへの調査を終えた後 日、自宅に招かれた際にインタビューを行った。
インタビュー調査にはいくつかの手法があるが、本研究ではライフス トー リー ・イン
タビューを用いた。 この手法を取 り入れたのは、個人の語 りから社会を読み解 くために
聞き手 との相互行為か ら生 じた語 り手の解釈内容を重視 しているからである。永年にわ
た りライフス トー リー研究に向き合っている社会学者の桜井厚は、語 り手によって構成
されたデータを、インタビュープロセスから独立 させたテクス トとして解釈できる、と
仮定する従来のイ ンタビュー調査に疑問を投げかけ、インタビュー進行 中において語 り
内容が紡ぎだ される契機 となる聞き手 と語 り手のメタコミュニケーションの次元での語
りも分析対象にすべきだ と主張する(桜 井2002,2010)。そして聞き手 は、語 り手が
「何を」語ったかのみな らず、 「いかに」語ったかにも着 目し、語 り手による心の内の表
出は聞き手 との相互行為によって作 り出 されるものと捉 え、語 り手 と聞き手の2つの位
相をあわせた全体がライフス トー リーであると定義づけている。 さらに、そ うしたライ
フス トー リー ・インタビューの経験 は、語 り手 自身に自己理解を促進する機会を与え、
その後の生き方の創造の手助 けをする役割も果たす こともあるとい う。 これまでのベ ト
ナム難 民研究は、経済 、社会的困難や親子の言語 コミュニケーシ ョン問題を前提に し
たまなざしで、多様な背景を持っ在 日ベ トナム人を 「難 民」として一括 りに し、語 り手
の語る出来事か らその全体像を捉える傾 向があった。本研究では語 り手 自身を構成す
る要素に聞き手の存在 を視野に入れ、インタビューを調査者 と協力者の相互行為 と捉
える構築主義 に立ったライフス トー リー とい う手法を用いることで、語 り手 にとっての
自己理解の一助 とな りうるよう意識 しながら、個人 としての2世の人生経験を描 くよう
につ とめた。
聞き手 との相互行為によりデータが形成 され るとい う立場 を取る以上、筆者の存在が
何者であるかとい う点も語 り手 には重要 になって くる。筆者はかつて、青年海外協力隊
員としてのベ トナム北部ハノイ在住経験 と語学習得、その後の研究活動等でベ トナムと
は公私の関わ りがある。初対面である協力者にはそのことに触れた上で、 自身の背景が
調査に与える影響 を意識 しっっインタビューを実施 していった。
なお、ライフス トー リーの分析枠組みには、マスターナラティブ、エピファニー、モ
デルス トー リー といった語 り手の人生経験を解釈する概念がある(桜 井2002,2003,
2005)。マスターナラティブ とは、幼児のいる母親 は育児 に専念すべきだとい う 「3歳
児神話」や、いじめはい じめられる側 に問題があるとされていた 「いじめの捉 え方」に
代表 されるように、ある社会や時代に支配的な語 りで、それが語 り手 自身の規範や評
価を決定付 けていくものである。エ ピファニー とは、忘れがたい刻印としてその後の人
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生の転機となる個人的経験であり、しばしば制度的構造と結びっくものと定義される。
個人で抱えていたDV被 害が社会問題化され、その声が高まるにつれ公的制度と関連
しシェルターの設立に結びついていく過程などがその代表例といえる。そして語 り手が
自らを語る際の参考とする、コミュニティで伝承 され流通している語りをモデルス トー
リー と呼び、解釈時に本人の実体験から紡ぎだされた語りと区別される。前述したマス
ターナラティブとモデルストー リー は共通する部分もあるが、前者はより広い社会や時
代を覆い、語り手は受身的にその規範に服さざるを得ない中での語りなのに対して、後
者は地域、エスニシティなど、何らかの共通性を含む広義のコミュニティを範囲として
おり、語 り手は時に自らを能動的に語る際の参考 として扱 う。被差別部落問題を例に
とると、かつての悲惨、貧困からたくましさ、アイデンティティの目覚めといった経緯
での語りが語り手の属するコミュニティ内で流通し、それを自らの語 りの中に引用して
いくケースが例として挙げられる。
本研究では、マスターナラティブ、モデルス トー リー、エピファニーに着目すること
は語 り手が影響を受けた社会を読み解 く可能性が出てくるという立場をとる。よって語
り手と聞き手の相互作用に着目しつつ、これらの枠組みを用いてデータを解釈 していく。
5.調 査結果
以下、A、B、Cさ んのベ トナム及びベ トナム語に向か う意識の変遷 と、ベ トナム語
使用状況、父親AFさんの語 りに分け、文字化データを記述 していく。なお、筆者の発
話は*で 示 し、他の表記方法については本稿の最後にある表2に記 した。
5.1ベトナムおよびベ トナム語に向かう意識の変遷
5.1.1Aさんのケース
Aさんは南部出身のAFさんと北部生まれで南部育ちの母親との間に生まれた。出生
時から日本国籍であるが、子供の頃から公共や学校場面で周囲を意識 していたという。
データ1(ベ トナムに対す る否定的感情:Aさ ん)
*:買 い物 とか、外では両親 とはベ トナム語で話 していたんですか?
A:は い。でも小 さい頃からそれ結構気にしてて、両親 とか大丈夫って言 うんだけど
//*:そ の、公共でベ トナム語 しゃべるってこと?//は い。公共の場所 なん
かでは、なんかその 目が嫌で、もうできればしゃべ らないでって(親 に)言 って。
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*:そ の、見 られるってい うのは実際の経験なの?
A:思 い込みもあるのかもしれませんけど、買い物 していて聞こえてきてこっちを振
り向いてなんかぼそぼそ言 っているってい うのはわかるんで。特に意識するよう
になったのは小学校の時。例えば、親はベ トナム人なんだとか言 うと、友達に//
*:う ん//ベトナム人なんだ とか見下 し方を感 じて、//*:あ あ//だか ら隠
してました。
*:あ ルーツがベ トナムだってこと?//A:は い//
A:そ う言われるのが嫌だったんで。 中学でもそんな感 じで。
*:で もそんなの変 じゃん、ふ ざけんなとか言わなかったの?
A:う 一んあ りましたけど、もうなんかしょうがないなって思って//*:へえ//だか
ら話題で外国人のことになると、び くっとしたりして。
「隠 してま した」 「(ベトナム人 と)言 われるのが嫌」 と語 るほど、 当時はベ トナムに
ルーツを持っ ことを肯定的に捉えていなかった。だがそれは高校 に入ってから変化する。
データ2(ベ トナムに対する肯定評価のきっかけ:Aさ ん)
A:高 校で進路決める時に、担任 に境遇生か したほ うがいいって言われて、あとそ
の頃ベ トナムもテ レビでや った りして皆も料理 とかアオザイ とか興味持って、私
もじゃ自分の国だしって思って。
*:自 分の国って言 ったね//A:え っ?//い や国籍上は、(・ ・)その 日本人だ
か ら。
A:あ そっか//*:う ん//そ う、で、せっかくだか ら勉強 しようって思ったんで
すね。
*:あ あじゃ先生がそ う言ってくれたのは//A:そ うすδ ・//すδ ・。
A:大 きい。あと友達ももったいない とか言ってくれて//*:それ どう思った?//
やっぱ うれ しくて。皆す ごいって言ってくれるから、私 もどうだ、みたいになっ
て(笑)。
こうしてベ トナムを肯定的に捉えるようになったAさ んは、ベ トナム語にも興味を持
ち始め、大学でベ トナム語を専攻するまでに至っている。
データ3(大学でベ トナム語を専攻するきっかけ:Aさ ん)
A:高2の 時かな、父 とベ トナムに行 ったんですよ。で店の看板見てああこ うい う意
味か とか//*:あ あ//読 んで意味はわかるんで。で(ベ トナム語)始 めたら
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やっぱ面 白いって思って。もっとできるようになりたい大学で勉強 したいって言 っ
たんです//*:あ 親 に?//は い。両親 も勉強 して くれたらすごい うれ しい っ
て言ってくれたんで。
大学生になった現在 も周囲の偏見を全 く感 じなくなったということはない。だが一方
では、 日本人のベ トナムに対する見方 も意識 していることが次のデータか らうかがえる。
データ4(日越両国にルーツを持つ ことに対する現在の心境:Aさ ん)
*:ま だその見下 し?みたいなこと思って気にすることとかはあるのかな。
A:あ りますね//*:例 えばどんな?//い や(…)何 か落ち度があると、そ
の原因が、やっぱベ トナム人だからかなって思われてしま うとかかな//*:あ
あ//ですかね。
*:そ うい う意識があるんだね。
A:そ う、でも確かに親が音量上げたまま夜遅 く歌聴いていた り、友達来ると騒い
だ りして、近所に迷惑かなって思 うこともあるので、その点はベ トナム人だか ら
と思われても//*:あ あ//仕 方がないことも。だか ら親 にそこしっか りした
ほ うがいいよ、 日本のルール守 るようにって言 うこともあります(笑)。
5.1.2Bさんのケース
中部出身の両親は80年代に難 民として来 日、2年後Bさ んが生まれた。現在 もベ ト
ナム国籍 でありベ トナム名であることから、小学校時代はよく名前に悩んだ とい う。
データ5(ベ トナムに対する否定的感情:Bさ ん)
B:ベ トナム人だから(ベ トナムが)嫌 になるってことはなかったんですけど、名前
が外国人なんで、学年変わると先生 も変わるじゃない//*:名 前ね//ですか。
そ う。そ うい う時名前なんて呼んだらいいですか?と か、毎回名 前確認されるこ
とが嫌で//*:あ あ//した。 だから自己紹介 とか一番嫌で。必ず名前言 うと
聞き返 されるんで。
*:じ ゃあ、か らかわれたなんてことも?
B:友 達はなかったんですけど、小 さい子供たち?そ うい う子 には呼び捨てされた
りとか//*:あ あ下の学年 とか//そ うです下の学年です。だか ら気分悪くなっ
たことも。
*:そ うい う時、周 りが悪いと思わなかった?な んでそ う言 うんだって。
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B:そ れは思いませんでしたね。恥ずか しいってい うほ うが強かったですね//*:
ふ一ん//もう、だんだん対応が面倒 くさくなって。はあまたか、みたいな。
Bさんは、学校生活で目立って しま うベ トナム名に触 れる周 囲に対 して 「恥ずか しい」
「めん どくさい」 とい う気持ちを持っていた。 しかしその心境も高校 時代に変化する。
データ6(ベ トナムに対する肯定評価のきっかけ:Bさ ん)
*:そ の、アピール意識みたいなのっていっ頃か ら思ったの?
B:高 校の時ですね。 しゃべれるんだってい うとすa・ って見 られるじゃないですか
高校生ぐらいになると語学できると//*あ あ//(・・)だからか らかわれるこ
と自体なくなってきます し、その くらいからプラスイメージに変わってきたんだ
と思います。
ルーツを積極的にアピールするようになったBさ んは、大学でベ トナム語を専攻して
いく。その理由に、両親 とよりコミュニケーションを図 りたいとい うことを挙げていた。
データ7(大学でベ トナム語を専攻するきっかけ:Bさ ん)
*:今 改めてここ(大 学)で ベ トナム語勉強 してるけど//B:はい//それはどう
して?
B:親 ともっと話 したいとい う気持 ちですね。 もちろん普段は問題な く普通に(ベ ト
ナム語)話 してますけど、家族 と関わ りあ う時間は長いんで。私が うま く言えな
くて親 が面倒だって思 うこともあると思 うんです//*:へ え//よね(笑)。 だ
からここ(大 学)で 勉強するって言ったら喜んで、母 とか家で教えようとかは り
きって(笑)。
大学でベ トナム語を学んでいるBさんは、次のデータ8で、ベ トナムの良さを周 囲の
日本人に広めたいとい う現在の心境 を語っている。
データ8(日越両国にノレーツを持つことに対する現在の心境:Bさ ん)
B:日 本のほ うが上 じゃないですか経済的に。だから本気で見下されてる感があって
イラって くることもあ ります。//*:イラっ?//そ う例 えば学部のスタディツ
アーで先輩がお腹壊 したって言ってベ トナムの悪 口言 うと、そんなの 自分が弱い
だけだ、タイだってどこだってそれ じゃだめだよ//*:あ 食べ物でね//とか。
*:Bさんは大丈夫なの?
B:実 は私も気持ちはわか らなくもないんです けど(笑)。でも、気持ち的にややこ
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しいんですけど、好かれてほしいんですねベ トナムを。 自分はベ トナム人だし、
自慢す るみたいで嫌なんですけど、ベ トナムの価値を高めたいって思いがあるん
ですよね。 こんなベ トナム人もいるんだぞみたいな。
*:え 、そのこんなっていうのは?例 えばその、戦争 とか貧 しいとかのイメージかな。
B:そ れもありますけど、生活大変だった り犯罪 とかそ うい う人たちばかりじゃない、
がんばってるんだってい う//*:あ あ//こ となんですけど。
5.1.3Cさんの ケース
両親 はベ トナム南部出身。父親 は難民 として80年代 に来 日し、Cさ んは父親の出国
直前に生まれ母親 と3歳 で来 日、小学校4年 時に名前を変え、 目本国籍 を取得 してい
る。
データ9(ベ トナムに対する否 定的感情:Cさ ん)
*:そ の国籍変わった時とかって、なんか周囲の変化感 じた?
C:ま ず名前を 日本人っぼくしたんで、友達は どうしてって思った//*:あ あ//
ん じゃないかな。逆に目立っちゃうみたいな。カタカナで呼ばれるのが嫌だった
んで漢字の名前にしたんですけど、それ結構まあびっくりしたってい うか、そん
な感 じで。
*:そ うい うのなんか、嫌だった経験 とか、具体的に覚えてる?
C:あ あ5年の とき友達 とけんか して//*:う ん//でベ トナム人国に帰れ よって
言われた り。それはふ としたけんかなんですけど//*:そ の時どう思った?//
うっそ うみたいな(笑)。 なんかこっちからした らお前 も外人 じゃんとか思った
りして。でもたぶん疲れちゃったんでしょうね。だから日本語 しか しゃべれないっ
て言って。
*:へ え、 じゃベ トナム語は?
C:あ もう全然 しゃべれないって うん。 ほんとは話 した り聞いたりすることはできる
んだけど、そ うい うなんつ うの、偽 りもありましたね(笑)。
*:そ れ周 りとか 日本のほうがおかしいとは思わなかったかな、もともとだってね、
ベ トナム語やめさせる、そ うい う圧力がある日本の社会的環境が問題だって。
C:ま あそ うい うのも、今考えるとあるなって思ったんですけど、当時は特 にそこま
で//*:そ う//こんなもんなのかなって(笑)。
「(ベトナム語)全 然 しゃべれない」 とい う語 りから、 日本国籍 となってもノレーツを隠
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そうとする態度がうかがえるが、Cさんもまた高校に入ってから意識に変化が訪れる。
データ10(ベトナムに対する肯定評価のきっかけ:Cさ ん)
C:高 校 で英語に興味持って。そこからかな、ベ トナム語 にすごい興味持ちはじめた
の//*:英 語がきっかけなんだ//そうですね、特に、私、国籍変えた時漢字に
あこがれていて、名前は漢字漢字って言っていたんですけど、高校の時にすコ ・
後悔 して(笑)。
*:じ ゃその時から結構ベ トナム人ってアピールす るようになったの?
C:そ うですね。高校の友達にもベ トナム語す ごいみたいに言われたし、私 も自慢げ
に言った りして。今もあるけど友達にしゃべってとか言われたりして(笑)//*:
ああわかる(笑)//実は今も勉強 しているんだけど(笑)。
*:で もそうい うこと言われて どう?し ゃべって とか言われて。
C:人 によりますね。でも関係悪 くなるとよくないから、 自分のキャラの一っかなっ
て//*:キ ャラ?//例 えばダンスできるとか と同 じで、プラス思考って感 じ
で(笑)。
ここではベ トナムに対する意識の変化 と、ルーツを 「キャラ」とし、人間関係を構築
する様子が語 られている。そして大学ではベ トナム語を学ぶよ うになっていく。
データ11(大学でベ トナム語 を専攻す るきっかけ:Cさ ん)
C:「キャラ」 として友達なんかに(ベ トナム語)し ゃべれるって言ってたんですけ
ど、大学考 えるようになってやっぱ りベ トナム語完璧 にしたいと思 うよ うになっ
て。
*:そ れでここ(大学)で 勉強 しようと。
C:は い。母 とかもそれ聞いて大賛成で。ああやっぱ子供が(ベ トナム語)勉 強 し
てくれるとうれ しいんだなって//*:う ん//思 って。 じゃ自分 も頑張ろうっ
て思って。
そして現在の 日越両国への思いは、インタビュー中の言語使用からもうかがえた。
データ12(日越両国にルーツを持つことに対する現在の心境:Cさ ん)
C:来 月 、ベ トナム帰 るんです3週 間 ぐらい//*:あ 家族で?//い や一人で。一
人で行 くのは初めてなんですけど//*:何 年ぶ り?//あ、も う(・ ・)4年ぶ
りですかね。
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*:へ え。そういえばベ トナムへはDi(行 く)、Ve(帰る)、どっち?な んか今、使
い分けていたで しょ?
C:そ うですか(笑)。 どうですかね(笑)。 お父さんたちにはベ トナム語 だか らVe
(帰る)っ て言 うかもしないけど。私はDi(行く)の ほ うが大きいかも。
*:ち ょっと外 国って感 じ?
C:で もなんか、実際飛行機 降 りると懐か しいみたいな//*:う ん//そ うい うの
あるんですよね。 どうなんでしょうね(笑)。
5.2ベトナム語使用状況
3名の家族は本国に親戚がいるが、 日本では難民コミュニティに属さない家族定住型
の住環境にいることから、ベ トナム語使用環境は家族内が中心であった。ここでは両親
とのべ トナム語使用状況と、ベ トナム語習得について触れたデータを扱 う。
まずAさんの場合、両親からベ トナム語を教わった記憶はない。しかし家族だから理
解しあえる部分も多く、やりとりに特に困難を感 じたことはないという。
デー タ13(家庭でのベ トナム語使用 、学習状況:Aさ ん)
*:親 はベ トナム語教えなかったの?
A:そ れはなかったですね。たぶん、学校 とかちゃんと出てないか ら、読み書きとか
教 えられなかったん じゃないかな。だか ら私 も話 した り聞いた りはだいたいでき
るけど、読み書きは、今改めて勉強しています。家にある小説 とかも読んだりし
て。
*:読 み書きはね。 でも会話でも、例 えば進路相談とか、抽象的な話題みたいなの
は?
A:ま あ、その辺はベ トナム語 と日本語をミックスさせた りしていたので。
*:よ く親子 コミュニケーションが うまくいかないって話聞くんだけど、そ うい うの
は?
A:他 人 じゃわからないって思 うかもしれないんですけど、家族だから//*:ああそ
うか//特 に困ったってことはないですね。
Bさ んも、Aさ ん同様、両親からベ トナム語を教わった記憶はない。Bさ んによると、
ベ トナム国籍の両親は 日本語も不十分なので、ベ トナム語のや りとりに自分 自身が困難
を感 じる時もあったが、聞き返 しや言い換えなどをして意思疎通を図っていた とい う。
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データ14(家庭でのベ トナム語使用、学習状況:Bさ ん)
*:ベ トナム語は教わったって記憶 ある?
B:い やないですね。毎 日の生活の中で自然に覚えたって感 じですね。
*:読 み書きとかも、教わった りしなかったの?
B:あ あ全然です。今だか ら授業で勉強になっていますね。新聞読んだ りして。
*:じ ゃ親 と会話で困ることあった?
B:複 雑な話で言えない時はたまにありますけど、まあなんとか、わた しんちは(笑)。
*:例 えばこの大学入 る時の相談とかそ うい うのは?
B:そ の程度ならたぶん。単語わからなくても遠まわ しに言って、通 じてましたね。
聞き返 して、別の言葉で言った り、わからなかったらそのままほっといた り(笑)。
一方、Cさんは小学校時代にテキス トで勉強 した経験があるが、数か月 しか続かなかっ
たそ うだ。だが両親 との会話ではこれまで大きな問題にはならなかった とい う。
データ15(家庭でのベ トナム語使用、学習状況:Cさん)
*:お父さんお母さんからベ トナム語勉強したことってある?
C:そ ういえばありますね。小1の時かな、テキス ト使って書いたりしてたけど、で
も数か月でやめちゃいましたね//*:なんでだろ//いや覚えてないですけど、
そんな書かないし、やっぱたぶんうわ一ってなったんでしょうね(笑)。
*:でも中3の時とか高校になると進路の話とかする//C:はいはい//でしょ?そ
の時ベトナム語とか日本語で、ああ通じないなとか困ったことってなかったの?
C:それは大丈夫ですねうん。日本語言ってわかんないとこう、近い言葉でベ トナム
語で説明してミックスさせて。時々親に何語って言われるけど(笑)。
声調言語であるベ トナム語は地域によって発音カミ異なる。Aさ んの母親は北部生ま
れであるが南部育ちであり、他の両親も中部、南部出身ゆえ家庭では主にその方言が
使われる。本国のベ トナム人の場合、方言には多少困難を伴 うがメディアや当該地域に
いる人々との接触を通じて理解できる者が多い。 コミュニティに属さず両親のベ トナム
語に触れてきた3名は、首都ハノイの北部方言を扱 う大学の授業にはじめ違和感を覚え、
中でもBさんは、北部出身のベ トナム人教師や 日本人教師の話す北部ベ トナム語に戸
惑いを感じたそうだ。だが今はベ トナム語を使い分ける意識も出てきたという。
データ16(北部ベ トナム語についての意識:Bさ ん)
*:家 では中部、学校ではハ ノイとか北部弁勉強 していて、 日本語 もあるから3言
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語だ。
B・ かもしれないですね(笑)。 来年ハノイに初めてスタディツアーで行 くので、北
部弁使って話そ うと思って(笑)。
*:使 い分けるんだね//B:は い//で も、家ではお母 さんとかは中部//B:そ う、
だから何その発音 とかって言われるんだけど(笑)。//
以上、3名のベ トナム及びベトナム語に向かう意識の変遷と、ベ トナム語使用状況に
ついてのデータを記した。
なお調査後、筆者はベ トナム語に向き合 う姿勢を親の視点からも捉えるべく両親への
調査を3名に依頼している。だが北部滞在経験を持ち北部方言を話す筆者とのやりとり
で、当時の記憶を呼び起こすことやベ トナムへの印象の違いからくる意見の相違を避け
るためか、調査できたのは現在もビジネスでハノイを訪れることの多いAさ んの父親
AFさんのみであった。1名の語 りゆえ一般化は困難であるが、一つのケースとして、
親の立場から見たAさんの意識の変遷と、子育てを通じて感 じた継承語教育についての
AFさん自身の語りを記述していく。
5.3父親AFさ んの語 り
AFさんは70年代後半に難民 として来 日。定住センターで妻 と知 り合い、 日本国籍 を
取得後Aさ んが生まれた。現在はベ トナム関係 のビジネスに従事 している。ベ トナムへ
の思いが揺れ動く娘の父親 として、AFさ んはどう考え、行動 したのだろうか。
データ17(現在 までのAさんへのベ トナム語教育について:AFさ ん)
*:あ の小学校 中学校の時 に//AF:う ん//Aさ んがクラスメー トに変なこと言
われたとかベ トナムのご両親 とい うことを隠 したがったって聞いたんですけど。
AF:あ あ(笑)。 例えば女房 と学校行って、子供をベ トナム語 で呼ん じゃ うんだよ
ね//*:は いはい//子 供が知 らん顔 して、そんな名 前 じゃないって言って、
知 らん顔 して逃げて行っちゃったの。それ見てこれは恥ずかしいんじゃないかなっ
て思ってね。女房 と話 したんです。お母 さん学校ではベ トナム語を話 さないほ う
がいいってね。
*:で もそれは 日本がおか しいですよね。ベ トナム語で名前を呼ばないでって言われ
た時、おか しくない と言い続 けなかったんですか?何 か行動は しなかったんで
すか?
AF:その時は行動できなかったんだよね。(…)ま あちょっとあきらめたんだね。
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子供の人生はまだ長いから、も うちょっと理解ができるまで僕は我慢 した。
*:そ れは、いつ頃ですか。そのAさ んがベ トナムに対する理解ができたのは。
AF:高 校生の時//*:あ あ//お父 さんベ トナム語話 したら友達ほめてくれたよっ
て。それ聞いて、 もう隠す ことないか ら応援 していくって言 ったの(笑)。 僕 は
子供 にベ トナム語だけ話すベ トナム難民の人知っているけど、彼 らは日本を理解
するのが遅い。
*:理 解 とい うのは、その(・)ベ トナム人が 日本社会を理解 していないって言 う
こと?
AF:そ う。 目本は 日本語できなきゃしょうがないでしょ。実際に僕も大変だったし。
でも、 うちはAちゃん大学行けたし、ベ トナム語だって今勉強 している。
ここでAFさ んは、Aさ んの高校時代にベ トナム語使用を 「応援 していく」 ように
なったことを語ってお り、データ1にある、高校か らベ トナムを肯定的に捉えるように
なった とい うAさん と語 りの内容が一致 していた。一方で、データ後半で 自分の子供 に
ベ トナム語だけ話す他のベ トナム人 を 「日本を理解す るのが遅い」 と語っていたAFさ
んに、筆者はベ トナム語継承に対する親の姿勢を感 じ取 り、調査を続 けていった。
データ18(日本 におけるベ トナム語継承の現状:AFさ ん)
*:本 当ならベ トナム語でも不 自由しない環境で、ベ トナム語教 えたいですよね。
AF:あ のね、大事なことだけど、ベ トナム語何のため?(…)ま ず何のため教
えるかでしょ?
*:(・ ・)まあ親子のコミュニケーションとか(・)。
AF:親が 日本語できればそのほ うが子 どもの将来楽ですよ//*:ま あ//もちろん
2つの言語ができればいいけど現実 は違 うで しょ。 日本ではベ トナム語ニーズな
い し、ベ トナム政府は 日本みたいに海外に学校作ることできない。ベ トナム語守
るシステムないから。親は時間使って計画 した ら両方話せるようになるかもしれ
ないけど、それは忙 しい(笑)。
*:ま あそ うですね(笑)。
AF:(・ ・)ベ トナム語大事だって言 う学者よくいるけど、まず一つの言語 を勉強
して考えることができるよ うになればいい。だから親がベ トナム語 しかできない
のはだめ。親 もやっぱ 日本語上手にならなくちゃだめ//*:ま あ(・ ・)確か
に//絶対そ う。
データ13でAさ んは、親がベ トナム語を教えなかったことについて 「学校 とかちゃ
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んと出ていないから」と語っている。AFさんはその点に触れず、 日本でベ トナム語を
継承する現実の難 しさに触れっつも、親の日本語習得の重要性を語っていた。
6.考 察
まず5.1にあるベ トナム及びベ トナム語に向かう意識の変遷について、3名がベ トナ
ムを意識し始めたのは、データ1、5、9にあるようにいずれも小学校時代であった。
Aさんは自らのベ トナム語力やエスニックノレー ツを隠そうとし、Cさんは日本国籍を取
得する際に漢字名にこだわり、けんかの際に友達に 「国に帰れよ」と言われた体験を通
じて自らのベ トナム語力をも隠すようになっていった。またベ トナム国籍のBさ んはベ
トナムを否定的に捉えることはないまでも、ベ トナム名であることに対する周囲の反応
に敏感になっていた。これらのデータからは、親から受け継いだルーツや自身のベ トナ
ム語力を否定的に捉え、周囲の偏見を許容する態度をとっていたことがうかがえる。ま
たAFさんについても、はじめは外でのベ トナム語会話を気にするAさんに 「大丈夫」
(デー タ1)と言っていたが、学校で名前を呼んでも無視するAさんの態度からその恥ず
かしさを感じ取り、妻と相談した結果 「(ベトナムの)理解ができるまで僕は我慢」(デー
タ17)していた。この語りからは、将来娘の成長過程でベ トナムへの意識変化を期待す
る父親の気持ちがうかがえるが、一時的ながらもAさんを追い込んだ周囲に対して特に
行動を起こさなかったことが、「まあちょっとあきらめたんだね」(デー タ17)という語
りからも読み取れることから、AFさんを含めた4名は、当時日本社会の言説傾向であ
るベ トナムを見下し、画一的に見る 「マスターナラティブ」に従っていたと言える。
だがやがて、ベ トナムに対する意識は高校入学後、肯定評価に変化する。データ2、
6、10にあるように、ベ トナム語力やベ トナムを肯定評価する高校の友人や教師の言動
がきっかけとなっていた。またAさ んの語りにもあるように、時代の流れによりテレビ
等を通 じてベ トナムが多様な見方をされるようになったことも肯定意識の形成に影響を
与えていたことがデータ2でわかる。つまり、それまでマイナスイメージで捉えられが
ちであったベ トナムが、時代の流れにより料理、アオザイといった側面も注目されるよ
うになり、日本社会では新 しいマスターナラティブが形成されていった。そして何かの
形でその影響を受けた同時代の友人、教師など身近な他者との出会いが 「エピファニー」
となり、自らの境遇を肯定的に捉えるようになったと解釈できる。多くの難民2世がい
る中、3名は家庭環境や属性がほぼ共通しており、肯定意識生成のきっかけとなるエピ
ファニーの受取り方にも個人差があるので一般化はできないが、マイノリティ言語文化
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に属する子供をバイリンガルに育てるためには、早い段階から当該言語文化に対する自
轗 情育成が不可欠であり、母語 ・継承語教育の内容には当事者への支援のみならず、
子供を取り巻く周囲への意識育成が極めて重要であることが示唆される。
ベ トナムを肯定評価するようになった3名は、やがて大学でベ トナム語を専攻するに
至る。そこで彼女たちに共通しているのは、いずれも両親との関係性の中でその動機が
語られている点である。Aさんは訪越時にベ トナム語の面白さを経験 し、それを両親に
伝え 「すごいうれしいって言ってくれた」(デー タ3)こと、Cさんはベ トナム語を学ぼ
うとい う思いを両親に伝え 「大賛成」(デー タ11)されたことがきっかけになり、Bさ
んも大学でベ トナム語を学ぶ動機を語る際に、親 と今以上にコミュニケーションしたい
とい う思いとともに、「母とか家で教えようとかはりきって」(デー タ7)と親の気持ち
を同時に表出していた。無論、ベ トナムを肯定的に捉え、また親の応援があったとして
も、難民2世のすべてがベ トナム語を専攻するとは限らない。しかし3名からはベ トナ
ム出身の両親への配慮も垣間見えっっ、何より両親 とベ トナム語で分かりあいたいとい
う気持ちがベ トナム語を専攻するに至った強い動機 としてうかがえた。親子の心的な絆
も母語継承促進に関係してくるという一つの事例としてここに記しておきたい。
次に、5.2で述べたベ トナム語使用状況について、親子間のコミュニケーションで3
名は困ることはなかったと語っている。読み書きのや りとりは体系的に学んでないゆえ
見られなかったが、会話については、進路相談などの話題でもデータ14にあるBさ ん
の語 り 「聞き返して、別の言葉で言ったり、わからなかったらそのままほっといたり」
や、データ15のCさんの語り 「日本語言ってわかんないとこう、近い言葉でベ トナム
語で説明してミックスさせて」にあるように、パラフレー ズ、コー ドスイッチ、回避な
どス トラテジーを駆使している様子がうかがえた。これまでの先行研究の多くは、難民
子弟のコミュニケーションには親子双方の言語能力による困難が生じていると結論付け
ていたが、見方を変えれば、3名はむしろ両親 とのや りとりで多文化社会に必要な交渉
力を身につけているとも言えるのではないだろうか。このことから、母語 ・継承語教育
研究は年少時から成人を迎えるまでを見据え、親子間の言語能力の差による困難さの
みならず、交渉過程においてコミュニケーションカを高める要素があるのだという点に
も着目していく必要があると考える。
また大学入学後、北部方言に触れたことが学習意欲の促進に結びついていたことから、
それも 「エピファニー」になっていることがわかる。中でもBさ んからは、北部方言を
学習することにより両親が使 う中部方言との違いをめぐる家庭でのやりとりや、方言の
使い分けを試みようとしていることがデータ16でうかがえ、本国のベ トナム人とは異な
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る在 日ベ トナム難民2世 ならではの言語使用意識が生成 されていることは注 目に値する。
以上、ここまでは主に語 り手によって表 出、構成 されたテクス トにライフス トー リー
の概念枠組みを用いて考察を行った。次からは、聞き手である筆者 との相互行為 に着
目してのデータ考察を試みたい。
まず今回、コミュニティで伝承 され、流通 しているモデルス トー リーは確認されなかっ
た。周囲に対す る当時の心境については、個々の具体例 をもとに した経験 としての語 り
が多いことが、 「しょうがない」(デー タ1,Aさん)、「またか」(データ5,Bさん)、
「こんなもんなのかなって(笑)」(データ9,Cさん)と いった感情表出、評価的態度を
表す語 りでうかがえる。そ して、そ うした感情表出は 「ふざけんなとか言わなかったの?」
(デー タ1)、「そ うい う時、周 りが悪いと思わなかった?」(デ ータ5)、「日本のほ うが
おか しい と思わなかったかな」(データ9)といった、表出された語 りの裏づけ確認 のた
めの筆者の問いかけ後 に語 られていることから、3名の心境は聞き手と語 り手の相互行
為の中で得 られたと言 える。
次 に日越両国にルーツを持つことに対す る現在の心境について、3名の語 りか らは、
幼少期、青年期 を通 じて 日本社会に根付いている者 として、ベ トナムを客観的に捉え、
時に両国を行き来する意識が潜んでいることが確認 された。データ4ではAさ んが、夜
騒 ぐ親の行動に対 し 「日本のノレ ルーを守るようにって言 うこともあります」 と語 り、デー
タ8ではBさ んがベ トナムの悪 口を言 う先輩を非難す る一方で 「私 も気持ちはわからな
くもないんですけど」 と共感の姿勢を示 している。デー タ10ではCさ んが初対面時に
ルーツやベ トナム語力 を聞かれるエピソー ドを語 り、面倒 くさいと思いつつも 「キャラ
の一つ」 と処理 し、人間関係構築のためにル ーツを使い分けていることが読み取れる。
そ して、 こうした両国のルーツを行き来する語 りは、主に聞き手である筆者 との相互行
為の中で生 じている。以下はデータ2のAさんとのや りとりの一部である。
データ2(ベ トナムに対する肯定評価のきっかけ:Aさ ん)よ り
A:高 校で進路決 める時に、担任に境遇生か したほ うがいいって言われて(中 略)
私 もじゃ 自分の国だ しって思って。
*:自 分の国って言 ったね//A:えっ?//いや国籍上は、(・ ・)その 日本人だか
ら。
A:あ そっか//*:う ん//そ う、で、せ っか くだか ら勉強 しようって思ったんで
すね、
筆者 は、出生時か ら日本 国籍のAさ んがベ トナムを 「自分の国」 と語 っていること
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に反応 し問いかけている。だがAさ んは 「あそっか」 とい う表現を伴いそれを意識化
しつつ も、そのまま語 りを続けていた。 ここから言語使用 のレベルでノレー ツの使い分け
が無意識に行われていることがわかるが、こうした例はCさ んとのや りとりでも うかが
えた。データ12では、筆者がCさ んか ら無意識 に表 出された 「行 く」 「帰 る」の使い
分けを指摘 したことで、Cさんに意識化 され、人 によって使い分けるとい う説明がなさ
れてい る。
データ12(日越両国にルーツを持つことに対する現在 の心境:Cさ ん)よ り
C:来 月、ベ トナム帰 るんです3週 間 ぐらい//*:あ 家族で?//い や一人で。一
人で行 くのは初めてなんですけど//*:何 年ぶ り?//あ 、もう(・ ・)4年
ぶ りですかね。
*:へ え。そ ういえばベ トナムへはDi(行 く)、Ve(帰る)、どっち?な んか今、使
い分 けていたでしょ?
C:そ うですか(笑)。 どうですかね(笑)。 お父 さんたちにはベ トナム語だからVe
(帰る)っ て言 うかもしないけど。私はDi(行く)の ほうが大きいかも。
またBさ んからは、筆者の問いかけでベ トナムをアピールする際の潜在意識が表れた。
データ8(日越両国にルー ツを持っことに対する現在の心境:Bさ ん)よ り
B:実 は私も気持ちはわからなくもないんですけど(笑)。(中略)ベ トナム人だし、
自慢するみたいで嫌なんですけど、ベ トナムの価値高めたいって思いがあるんで
すよね。 こんなベ トナム人もいるんだぞみたいな。
*:え 、そのこんなってい うのは?例 えばその、戦争とか貧 しいとかのイメージかな。
B:そ れもありますけど、生活大変だった り犯罪 とかそ うい う人たちばか りじゃない、
がんばってるんだっていう//*:あ あ//ことなんですけど。
ここでは、筆者が 「こんなベ トナム人」の持つ意味を確認 したことで、ベ トナムの価
値を高めたいと思 うBさ んの意識 に、同国人のマイナスイメージ生成者(「生活大変だっ
た り犯罪 とかそ うい う人たち」)の存在が潜んでいることが読み取れる。
データ2、12で、両国にルーツを持ちっっも言語使用面ではそのルーツを無意識に使
い分けていることがA、Cさ んからわか り、データ8ではベ トナムのイメージ向上 とい
う面について意識的に、いわば 「目本人の視点を持つベ トナム人」 として他の同国人 を
評価 していることがBさ んか ら解釈できる。後者に関 して、Bさ んがこうした思考をす
るようになったのは、ベ トナムの見方に関す るマスターナラティブの存在 と周囲の肯定
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評価をエピファニーとしたかつての経験が影響 していると考えられ、同内容の語 りはA
さんのデータ4からも見られるが、何よりもここに挙げたデータは3名の語りに対する
筆者の問いかけにより導き出されたものであることから、インタビューを聞き手と語 り
手との相互行為とするライフス トー リー 手法ならではの成果であると言えよう。そして
今回、筆者との相互行為により無意識下の言語使用を意識化 した経験と、また既に意
識下にある思考形式を言語化した経験は、3名にとっても自らのルーツについての理解
を促進する機会となり、将来、両国の言語文化を併せ持つバイリンガルとしての生き方
を創造 していく何らかの手助けとなったとしたら、ライフス トー リー ・インタビューと
いう研究手法はその役割を十分に果たしたことになるだろう。
なお、相互行為に着目していくと、聞き手の反応が語 り内容に影響を与えるケースも
出てくる。今回それはAFさんとのやりとりに見られた。以下データ18の抜粋を記す。
データ18(日本におけるベ トナム語継承の現状:AFさ ん)
*:本 当ならベ トナム語でも不 自由しない環境で、ベ トナム語教えたいです よね。
AF:あのね、大事 なことだけど、ベ トナム語何のため?(…)ま ず何のため教
えるかで しょ?
*:(・ ・)まあ親子のコミュニケーションとか(・)。
AF:親が 日本語できればそのほ うが子供の将来楽ですよ//*:ま あ//もちろん2
つの言語ができればいいけど現実は違 うでしょ。 日本ではベ トナム語ニーズない
しベ トナム政 府は 日本みたいに海外 に学校作ることできない。ベ トナム語守 るシ
ステムないか ら。(以下省略)
筆者の問いに対 し、AFさ んは逆にベ トナム語の必要性 に疑問を投 げかけている。だ
が、ここでは2秒沈黙 した後の 「まあ」 とい う筆者の反応 と、AFさ んが子供の将来 に
は親に 日本語力があるほ うが楽だと語った直後の筆者の 「まあ」に注 目したい。 「まあ」
という反応 で筆者が十分に同意 していないことを察 したAFさ んは、データ17から18
に続 く親の 日本語力 を重視す る内容か ら、両言語ができることを理想 としつつも、ベ ト
ナム語ニーズのなさとベ トナム政府の母語継承支援システムが未整備であるとい う内容
に語 りを切 り替 えている。 この切 り替えは筆者 との相互行為 によりもたらされたことが
データで うかがえ、さらにそこで語 られた内容から、マイノリティ言語話者の 日本語力
の重要性 を主張するAFさ んの継承語教育観 は、 自ら指摘 したニーズやシステム不足 と
いった社会的現実の影響を受けて形成 されていったと読み解 くことも可能であろ う。
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7.お わ りに
ライフス トー リー 手法にあるマスターナラティブ、モデルス トー リー 、エピファニー
に着 目することで、3名のベ トナムへの自己肯定意識の形成過程が明らかになり、親子
のベ トナム語使用に言及した語 りからは、親 との交渉過程でス トラテジー等を駆使 しコ
ミュニケーションカを高めていることが確認された。さらに聞き手との相互行為に着目
してデータを見ていくと、3名それぞれに目越両国を行き来するバイリンガルとしての
意識が垣間見えたと同時に、親を加えた4名の語 りから、それぞれに内在しているベ ト
ナムというルーツをアピー ルする過程には、同じ背景、エスニシティを持つ他者に向け
た視線や、 日本においてマジョリティに属する人々から向けられた視線に対する意識が
潜んでいることが浮き彫りになった。また、バイリンガル育成には本人や親、コミュニ
ティのみならず、文化理解の機会提洪や母語継承システムの支援を必然とするための、
受入れ社会側への働きかけが重要であることも改めて示唆された。
成人の難民2世を扱った本研究により、新 しい在日ベ トナム人像を多少なりとも描く
ことができたと考えるが、事例の少なさ、協力者の属性、また親への調査依頼時に触れ
た北部経験者 という聞き手の属性の影響により、考察したデータに特殊性がある点は否
めない。今後は聞き手個人の存在が語 りに与える影響を内省しつつ、本研究で得 られ
た結果についてより深い考察を続け、あらゆる言語話者のバイリンガル育成が可能とな
る社会のあり方を示すことを課題としたい。
表2イ ンタビューデータ表記記号
データの表記 記号 表記例
同時発話 // B:先 生 も変 わる じゃない//*:う ん//ですか
沈 黙(ド ッ ト1っで1秒) (・) C:も う(・ ・)4年ぶ りで す か ね 。
疑問符、上昇音調 ? B:なんか同世代?の 友達はなかったんですけど
笑い (笑) B:え っ、み たいな(笑)
日本語訳、その他補足事項 () *:ベ トナ ムへ はDi(行く)?、Ve(帰 る)?
注
1)財 団法人 アジア福祉教 育財 団難 民事 業本部資料 による と、正確 な受入 総数 は8,656人
となってい る。http://www.rhq.gr.jp/japanese/know/ukeire.htm(2010.3.1アク
セス)
一85一
母語 ・継承語1・ノrイ{ノンカ7〃教育ひ4〃β)研究Volume7MAR(:〃2011
参考文献
川上郁雄(1991)「在 日ベ トナム人子弟の言語生活と言語教育」『日本語教育』73号
日本語教育学会
川上郁雄(2001)『越境する家族一在 日ベ トナム系住民の生活世界』 明石書店
川上郁雄(2007)「多元化する在 日ベ トナム人」『アジア遊学』144勉誠出版
国際日本語普及協会(1993)『日本に定住 したインドシナ難民の母語の保持と喪失に
関する調査研究 報告書』 社団法人国際日本語普及協会
桜井厚(2002)『インタビューの社会学』 せりか書房
桜井厚編(2003)『ライフス トー リー とジェンダー』 せりか書房
桜井厚、小林多寿子編(2005)『ライフス トー リー ・インタビュー』 せ りか書房
桜井厚(2010)『首都大学東京大学院2009年度後期集中講座講義録]
西尾珪子(1986)「姫路 ・大和定住促進センターおよび国際救援センターにおけるイン
ドシナ難民に対する目本事陦教育」『日本語教育』65号 日本語教育学会
長谷川朋美(2009)「在日ベ トナム系バイリンガル児童の言語能力」『MHB研究会200
9年度大会』予稿集MHB研 究会
法務省入国管理局(2010)平成21年度在留外国人統計 報道発表資料
山口恵理(1998)「在 日ベ トナム人年少者の日本語 ・母語の語彙能力に関する一考察」
『人間研究』34号 日本女子大学
一86一
